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 本研究では，上記の現象を把握するために，新たに試作した Flap 式の造波水路が用いられている（図－１参照）．水槽






































































































長さ L の比 L/D は 0.23 であり，すべり線は円弧と直線との複合すべり形状を示した．この L/D 値を波高との関係で示し
たものが図－３である．過去に行われた同様の試験条件における遠心力載荷実験結果 2)も併記している．遠心力場では力
学的相似条件は満足されるので，模型の quは実物のものと同値となる．一方，1g 場ではその強度を 1/30 にしているので，
実換算すると quは 90kN/m2になる．波高や実験法によらず，L/D は一定値を示している．しかし quが大きくなるほど L/D
値は小さくなっている．これらの事実は，波の侵食による斜面崩壊はノッチの発達によって起こる可能性を示し，その形
状特性は斜面強度に依存することを示している． 










参考文献：1）Chapman, et al.: Interpretation of probabilistic slope analyses for shoreline bluffs, Solutions to Coastal Disaster 02, 











                    












図－４ 斜面内の間隙水圧挙動        図－５ 正規化波高と波の作用回数の関係 
 
























*qu=3kN/m2 for 1G corresponds with 90 kN/m2 for CE



























Number of wave loading cycles, Nc
 Pressure level effect 
Centrifuge test 1g test 
 F:Failure
 N:Notch only
 CF:Centrifuge test 
 1G:1g test
(Hγω /qu)=κNc -λ CF: κ=0.34, λ=0.171G: κ=0.51, λ=0.17
 Wave -induced slope failure of model cliff:
 Slope angle:600

































 Z: Depth from water surface
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